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特 別支援教育を推進する ため に何が 必要か

― カ リ キ ュ ラ ム ，支援，教育措置の決定について―

W h a t  a r e  N e c e s s a r i e s  t o  P r o m o t e

S S p e c i a l  S u p p o r t  E d u c a t i o n ?

― I n t e r a c t i o n s  A m o n g  C u r r i c u l u m ,

S u p p o r t s ,  a n d  D e c i s t i o n  o f  P l a c e m e n t ―

長 澤 正 樹

M a s a k i  N A G A S A W A

( A b st r a ct)
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K e y w o r d s : S p e c i al S u p p o rt E d u c ati o n , I n c l u si o n , C u r ric u l u m ,
P l a c e m e n t

I . 特別支援教育と専門家チ
ー

ム ､ 就学指導委

員会の役割
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特 別支援数台の 基本理念は 以 F の 通 り で あ る ,
,

( 1) 障害の 種類や 程度に よ り就苧 の 場を決定す るの

で は なく ( まず通常学級 に入 れる ことを前提 に考

え) , + ども の ニ ー ズ に 茶づ く対応を検討す る

(2) 障害 の 克服や 改善とい う視 ノ
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とす る

(4) ′ト
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中学校 の 特殊学級や 告
･ 聾 ･ 養護

′
､

;
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二校等 の

利用可能な人的
･ 物的資源を弾 力的に 活用す る

(5) 教育 の 場を同定 した もの と考 え る の で は なく,

児童生徒の 実態等にIJLこじ て弾 力的に 教育の 場を用

意す る

(6) 就学指導 は地域の 実情をふま え , 自己決定
･

自

己責任の 原則の 下 で推進する

(6) に関 して は , 平成1 1 年 7 月 に地方分権法等 の 法

令が 改正に なり , 障害の ある児童生徒一一人 一

人 の教

育的 ニ - ズ に応 じた 教育的対応を, 市町村が 独白に

行う こ とが 制度的に 可能に な っ た ｡

さ らに , 特別支援教育 の 実現に 向け て実行す べ き

ことを以
~~
F の 通り提案した ｡

( 1) 質 の 高 い 教育的対応を 支え る 人材の 活用とそ の

た め の 育成

(2) 学校間 の 連携は もとより
,
福祉

,
医療等との 連

携,
さらに は親 の 会や N P O と の 連携な ど, 関係

機関等と の 緊密な連携

(3) 個別 の 教育支援計画の 導入

(4) 特別支援教育 コ ーデ ィ ネ ーター ( 仮称) の 設置

(5) 地域 の 総合的な教育的支援体制の 構築と当該地

域の 核と なる専 門機関の 設置

(5) に つ い て , 現在は 特別支援教育支援事業の 中で

専門家チ ー ム と して 位置づけ られて い るが , 将来的

に広域特別支援連絡協議会 ( 仮称) と し て 位置づ け

られ るの で はない か と考え られ る o

と こ ろ で
, 子どもの 教育措 置や 具体的支援 を検討

す る場 は専門家チ ー ム と就学指導委員会の 二 つ で あ

る ｡ た だ し, 専門家 チ ー ム は
,
｢ 特別支援教育推進

事業｣ の 一つ と して 平成1 5 年 か ら1 6 年度に か けて
,

指定地域 に の み設置されて い る｡

(1) 専門家チ -

ム の役割 (新潟県教育委員会 ,

2 0 0 3)

対象となる児童
/
巨徒 の 実態を把握 し, 専門的な立

場か ら支援内容を指導助言す る｡ つ ま り , 特 別支援

教育の 対象となる 児童生徒に つ い て
, ①知能 を含め

た 心理特性や 基礎学力, 行動観察等 を通 じて ニ ー ズ

を把握 し, ②そ れら の ニ ー ズを学校教育 の 中で 実現

し保障す るた め の 教育計 両 ( 個別の 指導計画) を作

成 し, ③指導方法や 評価方法に つ い て 指導助言を行

い
, ⑤一一定の 時期に 教育計画や指導 方法の 有効性を

評価す る こ とで あ る ｡

(2) 就学指導委員会の役割

ITJ- 町村 単位に設置 し
,
対餐の + どもに /ら､ さわ し い

教育措置を判断する ｢
~E に , 就

′
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;
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-L
u
L 陛 康診在や 芥子

校の 校内就学指導委 ,

Li 会を適 し て 判断を求め られた

児童生徒に つ い て , も っ と も適 し て い る と考え られ

る教育措置を助言する こ と で あ る (
,

2 . 特別支援教育における教育措置や支援決定

までの過程

7 メ リ カ の 統 合教育の 甚本的な考え 方は カ ス ケー

ド論と制約最小の 環境 ( L e a s t R e s t ri c ti v e E n v i r o n -

m e n t) に あ っ た ｡
｢ す べ て の ア メ リ カ国民は制約

が最
′J ＼となる環境 で 牛活す る権利を有す る ( 制約最

小の 環境)｣ と い う考 えを教育に も適用 し, ｢ 特殊学

校よ り特殊学根 , 特殊学級より通常学級 で 教育を受

ける ことを促進す る べ き で ある ( カ ス ケ ー ド論) ｣

と した ｡ 全障害児教 育法 ( E d u c ati o n f o r A ll

H a n di c a p p e d C h ild r e n A c t) の 施行 ( 19 7 5) に よ

り
, 憲法 に保障された 権利として ｢ で きる限り｣ 通

常学級に近 い環境 で 教育を受 け る こ とが 当た り前 で

あると い う統合教育 (i n t e g r ati o n ) が 実施された .

そ の 後, T h e 1 9 9 7 A m e n d m e n t s t () t h e l n d i ヽ,id u-

al s W i t h D i s a biliti e s E d u c a ti o n al A c t (I D E A
'

97) に よ り
,
統命数育 (i n cl u si o n ) を前提とす る

考え が強固に押 し出され
,
統 合教育を実現す るた め

の 手だて を可 能な限 り検討す る こ とが義務づ け られ

た ( C l a rk
,
2 0 0 0 ; H u e f n e r

,
2 0 0 0 ; 清水, 1 9 98 ;

S z a b o
,
2 00 0) ｡ そ の た め

, 障害の種類や 程度より 小

利益を被らない ため の 支援 を重視する障害者観 の 転

換が 示すように ,
｢ ど の ような 支援や サ ー ビ ス を提

供す る こ とが統 合教育を可能にす る の か｣ が強力に

求め られた ｡ そ こ で
, 統 合教育実施におけ る 立援 ,

関連サ ー ビ ス , 教育措置決定 の過程 とそ の 具体例を

いく つ か 紹介し, こ れか らの 特別支援教育の 実施に

言及す る ｡

まず了
･

どもに 対す る支援 内容や 教育措置の 決定過

程 で あるが ,
G i a n g r e c o ( 2 0 0 1) は ,

カ リ キ ュ ラ ム

の修 正 - 関連サ ー ビ ス - 教育措置の 変更とい う過程

が妥 当だ と述 べ た ｡ つ ま り統 合教育 で は 通常学綬に

在籍す る こ とが 前提とな るた め , まず通常乍綬の カ

リキ ュ ラ ム が対 象児童生徒に適して い るか どうか検

討す る こ とか ら始め る｡ カ リ キ ュ ラ ム の 修正が 必 要

だ と判断された 場 合, 次 に関連サ ー ビ ス の 内容を検

討す る ｡ 考え られ る い く つ か の 関連サ - ビ ス を提供

して も対象児童生徒の ニ - ズ に 虹え られない と判断
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されたとき . i)] め て 数台措置の 変更を検討す る 〔

こ の ように ,
｢ 通常千綿 で い か に + どもの 教育権

を保障す るか｣ が問われて い るた め ,
カ リ キ ュ ラ ム

の 略止 手続きや 内容 ,
支援の 具体的 な内容に関す る

研
′

究 が 多く み ら れ る o た と え ば W e h m e y e r ,

L a n c e , & B a s h i n s ki , ( 2 00 3 ) は ,
知的障害 の あ る

高校生を通常苧経 で 教育す るた め の 支援 モ デ ル を提

案し, カ リ キ ュ ラ ム の 修正 と関連サ ー ビ ス , 指導形

悲 , 学校 で の 支援 な ど具体的な内容と, 決定ま で の

手続きに つ い て紹介 した ｡ W o lf e & H all (2 0 0 3) は ,

重度 の 障害が あ る生徒を対象に , 学習活動 , 指導 目

標, 教育 の場 の 3 ノたに つ い て 変更の 有無別に 5 段階

の カリ キ ュ ラ ム で構成された カ ス ケー ドデ ル を紹 介

した ｡ も っ とも制約が 少ない カ リ キ ュ ラ ム は通常の

カ リキ ュ ラ ム の 適用 で ある ｡ こ の カ リ キ ュ ラ ム は 同

じ学習活動, 同 じ指導 目標 ,
通常学級 で の 教育が 保

障される ｡ も っ とも制約 の 多い カ リ キ ュ ラ ム は機能

的 カリ キ ュ ラ ム と呼ばれて い る｡ 機能的 カ リ キ ュ ラ

ム は リ ソ ー ス ル ー ム 等通常学級以外の 場 で , 子ども

に あ 一

〕 た 指導｢l 標 に従 い ,
そ のEl 標を速攻するた め

の 活動が保障される ( 活動, 指導目標 , 教育 の 場す

べ て 変 史) c/

2 4 1

次 に関連サ ー ビ ス は , 了一どもの 実態 にTJE:. じ て 多様

な ニ ー ズが 想定されるた め 多様 な立援 を検討 しなけ

ればならない ( S ot 光1 , 2 0 0 3) ｡ た とえ ばE t s c h ei dt

& B a rtl et t (1 9 99) は
,
統 合教育が保障されるた め

の 補足的な援助と支援 ( s u p p l e m e n t al aid s a n d

s e r v i c e s) に つ い て ,
次 の 4 つ の 次元に 分け て そ の

内容を紹介 した ｡

(1) 環境整備や移動手段 の 保障などの 物理的な次 元

(th e p h y si c al d i m e n si o n )

( 2) 個 々 に対TJL: し た カ
T) キ ュ ラ ム の 作成や 楼器 の 使

用などの 指導的な次元 (th e i n st r u c ti o n al di m e n-

si o n )

(3) セ ル フ マ ネー ジ メ ソ ト や ピ ア サ ポー トなど の 社

会 - 行動 的次元 (th e s o c i al - b e h a v i o r al di m e n-

si o n )

( 4) 通常教育担 当教師と特殊教育担当教師に よる コ ー

チ ン グなどの 協調的次元 (th e c oll a b o r ati v e di-

m e n si o n ) c

以 f二の
j

k- 行研究か ら, 特別 支援 数台を
ノ

実施す る た

め の 支援決定過程とそ れぞ れの ケー ス に応 じた 立援

をまとめた ( 図 1 ) 1 J

機器の 使用

教材の 工 夫

補助教員

プリント類の 工 夫

図 l カリキ ュ ラム の修正 と教育措置 ･ 支援
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( り カリキ ュ ラム の修正な し

こ れは通常の カ リ キ ュ ラ ム を修正せず
,
そ の まま

適用 で きる 児童生徒が 対象で ある｡ 通常の カ リ キ ュ

ラ ム をほとん ど修正する 必要が ない 場 合で も, 次 の

ような支援が 必要 で ある ｡

① 機器の 使用

パ ソ コ ン や電子計算機, デ ジタ ル ビ デ オカ メ ラ ,

I C レ コ - ダーな ど
,
対 象児童生 徒の 学習を 支援す

るI T 機器 の 使用を認め る ｡

(丑 教材の t 美

学習理解を促進す るた め の 教材 を考え , 使 用を認

め る ｡

③ プリ ン ト類 の 工夫

同じく , 学習理解を促進するた め の プ リ ン ト額 を

考え , 使用を認め る｡

軽度発達障害の ある児童生徒 の 場 合, 課題そ の も

の の 理解が困難 で あると い うより
, 課題解決の ため

の 方法がわか らない 場合が多い ｡ そ の た め
, ①④は ,

自分 で問題を解決する自己解決を促すた め の 支援 ツ ー

ル と い え る ( 長揮 ,
2 00 3) ｡

④ 補助教員の 導入

授業を補佐す るため の 補助教員 ( もしくは介助員)

を導 入す る ｡ 学習支援 以外で も, A D H D の 児童生

徒 の 問題行動 - の 対応や
,
そ の た め の 積極的行動支

揺 ( 平津 ,
2 0 0 3) を実施するた め の ス タ ッ フ と し て

補助 教員は 必 要で ある.

(2) カリキ ュ ラム の修正 (少)

こ れは
, 基本的に は通常の カリ キ ュ ラ ム が適 し て

い る が
,
そ の まま適用す ると問題 が生 じるた め ,

カ

リ キ ュ ラ ム を少し修正す る必 要が ある児童 生徒が 対

象 で ある ｡

① 単7t ･

題材 の 目標 の 選択 , 指導内容 の 精選

学ぶ べ き単元や 題材の 目標や 内容を , 丁どもの 学

習 レ ベ ル ま で 絞 り込 む｡

② 年間指導計 画の 修正

①と関連 し
,
単元や題材 の 年間指導計 画を対褒と

なる 子どもに 合わせ て 修 正する ( 内容を精選す る) ｡

③ 個別指導

通常学級 の 授業中で の 個別指導だけ で はなく, 班

課後 の 個別指導など, 時間を特設 した 個別指導 によ

り子習を補充する ｡

なお
,
( 1) の ケー ス の ①か ら④ま で の 支援も適用 で

き る ｡

(3) カリキ ュ ラム の 修正 (中)

通常の カ リ キ ュ ラ ム を~主に適 用するが ,
い く つ か

の 教科に つ い て 本人の 実態に (T わ せ た カ リ キ ニ丁. ラ ム

が 必 要な児童/i :
_ 徒
が 対象 で あ る ｡ ほ とん どの 招 業は

通常 の カ リキ ュ ラ ム で 対T,i-, す る が
, 国語や 算数など ,

本人の ニ - ズ に 合わせ て 通常学級 の カ リ キ ュ ラ ム と

は 異なる カ リキ ュ ラ ム
, 年間指導計両 で 指導す る ,

,

当然
,
通常学根以 外 の指導 の 場 ( 特 別支援 教宅) が

必要となる｡ 時間は本人の ニ ー ズ によ っ て 異なるが ,

こ の 場 合は 通常学級 で 教育を受け る時間が特別支援

教室 より 多い と考え られる o

(4) カリキ ュ ラム の修正 ( 大)

通常 の カリ キ ュ ラ ム の 適用が 困難な児童生徒が 対

象で ある ｡ 通常 の カリ キ ュ ラ ム で は対象とな る児童

生徒 の ニ ー ズ に応え られない 場 合, 多く の 時間を特

別支援教室 で 教育を受け るとか
, 特別支援学校 で 教

育を受ける ことが 妥当と い え る ｡ 現在 で はほ とん ど

実施されて い な い が , 今後, ′卜中学校 に籍を置きな

が ら特別支援学校で 指導を受 けた り, 特別支援学校

の 教師が小中学校 で 指導する こ とも 口J 能に なるだ ろ

う ｡

3 . 個別の教育支援計画 の必要性

幼 児教育か ら社 会人に 至 るま で の きめ細か な支援

を継続的か つ 系統的に 実施す るた めに は , 個別 の 指

導計 画よ り ｢ 個別の 教育支援計画｣ の 作成が 必 要不

pT 欠 で ある｡ 特別支援教育 コ - デ 1 ネー タ - ( 仮称)

の 下に校 内委員会で 作成され , 広域特別支援連絡協

議会 ( 仮称) と就学指導委員会を経 て 完成される こ

の 文書 は , 個別教育計画 (I n di v id u ali z e d E d u c a-

ti o n P l a n ; 以下I E P と略す) に近 い ｡ I E P と は
,

｢ 障害児の 保護者と教育当局が , 障害児教 育の 提供

に つ い て 取り交わす契約 の ようなもの で ( 中略) 午

間 ( 短期を含む) の 教育目標
,
提供される 『関連サ ー

ビ ス』, 通常教育との 交流や統 合の 有無 などを記述
､
｣

( 清 水
,
1 9 9 7) す る文吉 で ある ｡

現在 で は ほとん どの 養護学校や 特殊学級 で個 別の

指導計画を作成 して い るが
,
個別 の 教 育支援計画は

ほ とん ど作成されて い な い ｡ 個別 の 指導計由と個別

移行計画の 楼能に , 教育以外の 支援も盛 り込まれた

支援計画の 実現を期待 した い ｡

表 1 に , 支援 ･ カ リ キ ュ ラ ム の 修正 ･ 教育措置を

記載 した 個別の 教育支援計画の 例を示 した ｡
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特 別支援教育を推進するため に 何が必 要か

4 . 今後の課題

(り カリキ ュ ラム の修正の有無 , 程度の判定 , 支

援内容 , 教育措置の決定の場と役割の明確化

特別支援教育を推進す るに あた り ,
カ リ キ ュ ラ ム

の 修正 の 有無 , 程度 の判定 ,
支援内容 ,

教育措置を

検討 し決定する 会議 , 組織や 搬関が必 要となる o そ

れぞ れの 事項に つ い て , ど の ような場 で 検討す るの

か
,

一 つ の 会議に統
一

す る の か
,
そ れとも連絡協議

会, 就学指導委員会, 校内委員会の 連携の 下で 実施

する の か , 検討が 必要で ある ｡
一

つ に統
一

す る場 合 ,

そ れは ア メ リ カ のI E P 検討会議に 該当す ると考 えら

れる o 最終報告で は , 地域 の 総 合的な教育的支援体

制の 構築と当該地域 の 核となる専門機関 の 必 要性 ,

就学後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ体制の 確立を述 べ て い るが ,

連絡 協議会と就学指導委員会, 校内委員会 の役割分

担と ス ム ー ズ な連携 の 在 り方 に つ い て 具体像は示 し

て い な い ｡ 各自治体が これらの 役割と連携の 在り 方

を明確にi
'

jl-走す る こ とが 必 要で あ る ,3

( 2) 特別支援教育が統合教育になるための条件整

備

統 合教育推進 の た め の 条件と して , 複数担任制,

一一学級の 児童生徒数の減少などが 考え られる ( 艮揮
･

滝 川, 19 9 8) ｡ し か し ,
こ れ ら の 整備が 限られた 教

育予算の 巾 で 実行で きるか どう か疑わ しい ｡ 個別 の

教育支援計画に 子どもに必 要な支援が 多数盛り込ま

れた と して も
,
そ の 計画通 り実行で きなけ れば 支援

計両を什碇す る意味が ない L
-

÷
さ ら に
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美行す る こ とが 必 要で あ ろう- 1

(
1
3 ) 校内委員会の作業をスム

ー

ズに進めるための

タイムテ
ー

ブ ル の必要性

各乍校 で は , 立接 が必 要な児童生徒の 支援内容の

検討と言
､

FlrJ缶を行う た め の 校丁勺委員∠三が
/

/ji 期的に 開催

さ れる一
J

､

㌢
'

- 校/ i
-
_
= 制 で 一【†の 会議や 事預的 員抑 が増

人して い る現状 で ,
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/

_ミ議
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悠を持
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7 教職f
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( 4) 保護者 へ の対応 : 説明責任

通常学級 で の教 育を前提とす るた め , 支援や 教育

措置 の 決定 に関 して , 保護者が 納得で き る説 明が 諌

め られ る ｡ ア メ リ カ で は 自分の 子どもの ニ ー ズ に応

じた 教育が行われ る か ( 行われたか) , 強 い 監視が

なされて い る ｡ 訴訟社会 で ある ア メ リ カ の 現状 を日

本の 教育界に 当て は め る こ とに は無理 が あろうが ,

学 ぶ べ き点が 多い ｡ 訴訟に 巻き込まれない た め に教

育 サ イ ドが 考 え る べ き 事項 をあげた ( E t s c h eid t ,

20 0 3 ; Y ell & D r a s g o w ,
2 0 0 0) ｡

( 1) 速 や か に個別 の教育支援計画を作成 し遂行す

る こと

(2) 対象となる 子どもの 障害に通 じた 専門 の 職員

を配置する こと

(3) 効果的な訓練 プ ロ グ ラ ム を採用す る こと

(4) 客観的な指導記録を充実す る こ と
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